
1 番 7 番 13 番
2 番 8 番 14 番
3 番 9 番 15 番
4 番 10 番 16 番
5 番 11 番
6 番 12 番

伊勢　　徹 出席 外山　浩司 出席 西原　　浩

開会 10:00
散会 14:59

田村　秀男 出席 佐藤　初雄 出席
髙橋眞結美 出席 小椋　哲也 出席 戸田　憲悦 出席

出席
貞宗　拓雄 出席 今西　和雄 出席
宮越　正人 欠席 松原　政勝 出席

出席 干場　みゆき

第8回予算決算審査特別委員会(1日目)　要点記録

開閉会日時 令和6年3月13日
水曜日 会議場所 別海町議会

議場

議員の出欠

市川　聖母 出席 横田　保江 出席 中村　忠士 出席
吉田　和行 出席

出
席
説
明
員

理事者
機関の長等

町長 副町長 教育長 代表監査委員
曽根　興三 出席 浦山　吉人 出席 相澤　要 出席 竹中　　仁 欠席

選挙管理委員長 農業委員会会長
永田　雅夫 欠席 小野　榮一 欠席

幹部職員

総務部長 福祉部長 産業振興部長 建設水道部長
伊藤　輝幸

福原　義人 出席

出席 佐々木　栄典 出席 伊藤　一成 出席
教育部長 病院事務長 会計管理者 農業委員会事務局長

宮本　栄一 出席 三戸　俊人 出席 入倉　伸顕 出席 川畑　智明 欠席

出席 大坂　恒夫 出席 石戸谷　友絵 出席
介護支援課長 老人保健施設事務長 農政課長 商工観光課長

高橋　勇樹 出席 渡辺　久利

選挙管理委員会書記長 監査委員事務局長 総務部次長兼総務課長 福祉部次長兼町民課長
寺尾　真太郎 出席 新堀　光行 欠席 寺尾　真太郎 出席 谷村　将志 出席

福祉部次長兼町民保健センター長他 建設水道部次長 生涯学習センター長兼中央公民館長

小川　信明 出席 外石　昭博 出席

上下水道課技術長 病院事務課長 教育委員会指導参事 学務・スポーツ課長
袴田　充輝 欠席 木　直人 欠席 吉光寺　勝己 欠席 斎藤　陽 出席

課長職
ほか

情報化推進室長 総合政策課長 財政課長 税務課長
山田　哲哉 出席 松本　博史 出席 角川　具哉 出席 竹中　利哉 出席

防災・基地対策課長 西春別支所長兼西公民館長 尾岱沼支所長兼東公民館長 福祉課長
岩口　裕昭 出席 小村　茂

欠席 皆川　学 出席 田畑　直樹 出席
水産みどり課長 管理課長 事業課長 上下水道課長

学校教育課長兼学校給食センター長 生涯学習課長 図書館長ほか
池田　卓也 出席 木戸口　誠 出席 堺　啓 出席

小野　武史 出席 松田　勝広 出席 佐竹　和仁 出席 千葉　宏 欠席
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総務課主幹 総務課主幹 総合政策課主幹 税務課主幹

佐藤　亮 欠席 武田　聖士 出席 佐藤　貴也 出席 伊藤　武史 欠席
防災・基地対策課主幹 防災・基地対策課主幹 福祉課主幹 町民課主幹

深川　淳一 欠席 橋本　達也 欠席 澤田　憲一 出席 西田　和弘 欠席
町民保健センター主幹 訪問看護ステーション所長 商工観光課主幹 建築住宅課主幹

畠澤　みどり 欠席 堀　留美 欠席 武田　妙子 出席 篠田　敬介 出席
事業課主幹 事業課主幹 上下水道課主幹 農業委員会主幹

廣島　静治 出席 前道　陽司 出席 福原　仁史 欠席 大山　晋作 欠席
病院事務課主幹 学務・スポーツ課主幹 学務・スポーツ課主幹 学校教育課主幹

大森　圭介 欠席 高津　寛人 欠席 恒川　敦史 出席 堀込　美穂 欠席
中央公民館副館長 西公民館副館長 東公民館副館長 郷土資料館副館長

今野　学 出席 佐藤　政士 欠席 立澤　雅彦 欠席 石渡　一人 出席
郷土資料館主幹 総合政策課主査 財政課主査 財政課主査

戸田　博史 出席 人羅　茜 欠席 戸野　晶雄 欠席 高橋　克彦 出席
税務課主査 防災・基地対策課主査 福祉課主査 介護支援課主査

竹本　誠 欠席 寺澤　淳司 出席 大森　晴海 欠席 天神　幸子 欠席
介護支援課主査 居宅介護支援事業所長 地域包括センター長 地域包括支援担当主査

松本　静香 出席 大道　詳子 欠席 九里　富恵 欠席 井川　仁 欠席
町民課主査 町民課主査 町民課主査 町民保健センター主査
岩光　理代子 出席 小野　絵里 欠席 木幡　友哉 出席 能登　麻奈美 欠席

母子健康センター主査 老人保健施設主査 老人保健施設主査 農政課主査
成瀬　広子 欠席 中田　幸規 欠席 佐藤　裕美 欠席 西郷　博之 出席

農政課主査 農政課主査 水産みどり課主査 水産みどり課主査
金澤　亮太 出席 山下　真弘 出席 岩光　信幸 出席 古里　達也 出席

商工観光課主査 管理課主査 管理課主査 建築住宅課主査
松本　芳樹 出席 植松　拓也 出席 木村　洋平 出席 大西　廣和 出席

建築住宅課主査 事業課主査 上下水道課主査 農業委員会主査
伊井　崇史 欠席 板垣　正博 出席 池田　友和 欠席 志度　正勝 欠席

学務・スポーツ課主査 学校教育課主査 生涯学習課主査 学校給食センター主査
武田　文吉 出席 高橋　美香 欠席 上杉　大洋 欠席 平下　奈津子 出席

図書館主査
吉田　美奈子 欠席

委員外の出席 合計 0名
事務局職員 事務局長 干場　富夫 事務局主幹 入田　浩明 合計 2名

一般 1名 議会モニター 0名 議会サポーター 0名
報道関係者 1名 合計 2名傍聴者数

出
席
説
明
員

主幹
主査職
ほか
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 10:00　開会
  開会挨拶
  出席委員15名、欠席委員1名（宮越委員）、会期2日

　審査方法については、各会計とも最初に歳入から審査し、次に歳出の中に審査す
る。
　また、全体質疑については、特別会計と企業会計は会計ごとに行い、一般会計は
歳入終了後とし、歳出は、款間ごとに行うが、議会費などの少ない科目は複数の款
をまとめての全体質疑とする。
　全体質疑は全体を通して、総体的な質疑や聞き漏らしに限るものとする。
　なお、質疑応答は一問文につき３回まで。
　本特別委員会に付託されている議案第３号から議案第１０号までの８件の審
査方法については、歳入は区分項ごと、歳出は一般会計を区分目、特別会計及
び企業会計は区分項ごとに審査したいと思うが、これに異議はないか。
簡易評決

異議なし
決定

  令和6年度　別海町一般会計予算審査
　歳入　区分項ごとに審査する。

項)　財産売払収入　目）物品売払収入 11,881千円
 ①R5年度より485,000千円増額しているが、その要因は。 

①増額の内訳としては、普通交付税で2億4,500万円、特別交付税で2億4,00
0万円となっている。
　それぞれの要因は、普通交付税については、最も大きな要因では辺地対策事業
債に係る元利償還金が前年度比で大幅に増額となるためとなる。
　主に、光ファイバー整備にかかる事業の元利償還金が始まることによるもので、この
辺対策事業債の元利償還金全体では、前年度比で1億4,700万円ほど増額にな
ると見込んでおり、これにより、普通交付税措置額もその8割に当たる1億1,700万
円ほど増える見込んでいる。
　特別交付税については、歳出において、地域おこし協力隊にかかる経費の増額に
対応する部分について、特別交付税措置がなされるものと見込み増額していること
が主な要因となる。
①特別交付税で、地域おこし協力隊が主なものということだったが、2億4,000万円
のうち、地域おこし協力隊で交付税措置される予定額というのはどのぐらいか。
①地域おこし協力隊の歳出につきましては約2億3,800万円ほど、事業で組まれて
いる。
　そのうち一般財源が２億3,700万円ほどで、こちらのほう全て、特別交付税措置
されるものと考えている。
項)　財産売払収入　目）物品売払収入 11,881千円

 ①売払総量について令和５年度の見込み、令和６年度の計画。
②売払額について令和５年度の見込み。
③リサイクル率について令和５年度の見込み、令和６年度の計画。
④資源ごみについて令和６年度の計画。
①売払総量については、令和５年度は約835トンとなる見込みで、令和6年度の

会議に付した事件及び会議結果など
発言者 会議経過

委員長 10番 外山

委員長 10番 外山

委員 13番 中村

町民課特命課長 上田

委員 16番 西原

財政課長 角川

委員 16番 西原

財政課長 角川
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計画量は約892トンを見込んでいる。
②令和５年度の売払額は、約13,485,000円となる見込。
③リサイクル率については、令和5年度は32.2％程度となる見込みで、令和6年度
の計画値は、前年度の実績値を基としていることから、同様に32.2％程度を見込ん
でいる。
④令和6年度の資源ごみの計画値は、収集量が約1,200トン、資源化量が約
1,422トンとなる見込み。
①総量について、令和5年度から、結構な量が増になる計画になっているが、大きく
増える計画の根拠は。
②リサイクル率について、1％程度下がる理由を。
①過去３年間の平均をもとに算出しているため、実績との差が出ているもの。
②リサイクル率につきましては、平成29年に分別数の処理を増やして、その後32%
から33%の間で推移しており、目指す数値に届いてはいないが、平均的な推移とな
っている。
①リサイクル率を向上させる考え方は。
①リサイクル率については、目標値である35%を目指している。
　町民の皆様にもリサイクルの知識が一定程度式浸透しており、今の分別区分の中
においては、大きく向上させることが難しくなっている。
　このことから、リサイクル率を向上させるために、分別区分の追加が必要となり、生
ごみ全般に分別収集を拡大することが考えられるが、臭いや腐敗など衛生面への対
処等、収集方法に関する課題がまだ多く残っているので、町民にかかる負担も考慮
しながら、検討を進めていきたい。
　また、引き続き、広報やＳＮＳを活用しながら、分別の徹底及びごみの減量化の
周知啓発を続け、目標達成につなげていきたい。
項)　雑入　目）雑入（国営太陽光施設売電収入） 57,941千円

 ①令和５年度、令和６年度の発電施設数。
②発電量について令和５年度の見込み、令和６年度の計画。
③令和５年度の売電収入の見込み。
①令和5年度87施設、令和6年度も87施設。
②令和5年度152万993キロワット、令和6年度184万6,870キロワットを予定。
①令和6年度計画で増頭となっている理由。
①今年度で制御装置の設置が完了したことにより、発電を停止する機会がないため。

  以上で、歳入の審査終了。
  歳入全体で質疑あるか。
  なし。
  歳入終了。
 10:20 暫時休憩（職員入替）
 10:22 再開
　歳出　区分目ごとに審査する。

目)職員管理費　人事評価システム導入事業
細節)業務委託料　3,296千円

①職員の人事評価がどのように変わるのか、事業内容を。
①システムを導入によって、人事評価の実施内容そのものが変わるというわけではな
く、人事評価情報の管理や分析を的確に行うために導入する。
①データベース化することによって、職員の作業率を減らすのとより詳細な人事評価

委員 13番 中村

農政課長 皆川

委員長 10番 外山
農政課長 皆川

委員 13番 中村

町民課特命課長 上田

委員 13番 中村
町民課特命課長 上田

総務部次長 寺尾

委員 2番 吉田

委員 一同
委員長 10番 外山
委員長 10番 外山
委員長 10番 外山
委員長 10番 外山
委員 2番 吉田

委員 13番 中村
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をできるようにするという認識でいいか。
①目標設定とか面談・評価の実施状況の進捗管理、評価のばらつきとかも見られ
る状況にあることから、それらをデータベース管理することで、均一的な評価を行って
いきたいということと職員の健康管理の面等も管理できる機能もあるので、それらを
掛け合わせることによって、今後の人材の登用や育成等に活用していきたい。

 10:27 暫時休憩
 10:28 再開

目)企画費　シティプロモーション・ブランディング推進事業　63,300千円
①特産品は、昨年度同様60,000千円分のホタテを予定しているのか。
②今後も、ふるさと応援基金を活用して事業継続していくのか。
③昨年度の本事業の費用対効果を検証した結果の事業継続なのか。
①水産以外のブランディングを計画したいと考えている。
②ふるさと応援基金の活用を予定している。
③今回、連携飲食店とのタイアップということで、料理のほか、店によってポスターやポ
ップなどで、ふるさと納税の宣伝していたので、非常に費用対効果が大きいと考えて
いる。
　政策の発生元が中国の禁輸にあるということと、ふるさと納税の仲介サイトも、いま
だに、全国の水産品を応援しようという特殊サイトは継続されており、北海道でも
別海町のホタテを消費してくださいということで、サイトにも掲載されていることから、来
年度についても、引き続き、取り組んでまいりたい。
①全国の銀座ライオンにプロモーションするのか。
②お店でメニューが１点しかないということだったが、これが、これから継続してお金を
投入して継続していくシティープロモーションプランニング推進事業の本質なのか、消
費拡大のプロモーションなのか。
③特産品の需要と供給のバランス次第では、補正予算で拡大してやるつもりがある
のか。
①お店によっては、3つぐらいの選択肢の中から選べるというようなことになっている。
　目で見て、実際その大きさに驚いて食べてみておいしいということで考えたら、たった
の一つでも、大きな感動提供できて、それが関係人口創出につながるということで考
えると、非常にこの連携飲食店との協業というのは、有効な施策ではないかと考えて
いる。
③１年間続けて行うということでなく、ホタテやホッキとかいろんな春の生産が終わった
段階で、どういったプランニングをするのか検討して、できれば、ふるさと納税のマーケッ
トが厚くなる秋から年末にかけて周知して行いたいと考えている。
①この協定の飲食店がどこでやってるかわからなければ、事業効果が半減するのでは
ないかと思うが、周知方法について。
②再度、このプランディング推進事業の本質は何か。
①一般の町民の方も含めて、周知が足りないということは、反省点として残りました
ので、次回については、どういった土地柄のどういった店で提供しているのかっていうこ
とをはっきりさせて周知をさせていただいきたい。
②それから二つ目のですねブランディングというものというふうに考えているかということ
なんですけども、新千歳空港と東京の有楽町でマーケティング調査を行い、別海町
という町を認知されている方は3,253人中、1,713人が別海町という名前は知って
いると。
　これは、非常にテレビとかふるさと納税を通じて、すごく認知度が上がってきたなとい

総務部次長 寺尾

委員 8番 田村

総合政策課長 松本

委員長 10番 外山
委員長 10番 外山

委員 8番 田村

総合政策課長 松本

委員 8番 田村

総合政策課長 松本
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うことがわかっているが、別海町特産品を知っている方がどれだけいるかというと761人
しかいない。
　例えば、5年後、10年後にまた継続調査した時に、どれだけ増えていくのかっていう
ことがブランディングの本旨なので、今後もこういった今の現在地からどう残せるかとい
うことを考えて、事業に取り組んでいきたい。
目)企画費　域内循環拠点維持・確保緊急対策事業

細節)域内循環拠点維持・確保緊急対策補助金　50,000千円
①１室あたり最大５００万円なのか。 
①実は業態は二つを予定しており、そのうち滞在を伴う業態については1室当たり50
0万。
　これは、地域おこし協力隊2名が、昨年度全ての宿を回らせていただき、様々なお
困り事とか将来像など伺ってきた。宿によって、様々な修繕したい場所とかいろいろあ
りますので、これを何か一つのスポットを当てて、対象を狭めてしまうと使い勝手が悪
いことになるので、1室当たり最大500万、補助率5分の4を設定しようと考えている。
　観光客だけじゃなく、地域おこし協力隊も含めた移住者の方へもそうだが、移住住
宅が２月からかなり応募があるので、町内の事業者さんにも、協定か何かで御協力
をいただきながら、移住人材も含めて滞在拠点を増やしていきたいということ。
①1施設当たりの上限額などは設定されているのか。
①設定していない。
目)企画費　人生１００年・年金経済域内循環調査研究事業

細節)業務委託料　19,970千円
①具体的にどのようなことを調査するのか。 
①今、ウォーキングをされる方あるいはこれからしようとする方にスマートフォンなどをお
供に健康運動を楽しんでいただくと。そして歩いた歩数に応じたポイントが付与されて、
それを町内で飲食をしたり、買い物したりして使っていただくことを願っているもの。
　このウォーキングされる方がポイントを貯められるところに何かしらの不都合がないか、
あるいは一定のチャージというようなことをしなければ、なかなか浸透していかないので、
この町内でチャージできる拠点において、どういった課題が発生するのか、あるいはそ
の際そのポイントを使う店舗側の方で何かかゆいとこはないだろうか、こういったところ
を細かに調べながら、調査・研究をするということ。
①調査の期間は、どれぐらいの期間を想定しているのか。
①今年度の事業でアプリケーションソフトはもう一定程度開発済みなので、来年度
に入ったら、早々に取り組んでいきたいと考えているが、実際のデジタルポイントの付
与は10月以降ぐらいを想定しており、それまでは少しテストを行ったり、周知を行い
ながら、参加していただく方を増やしていったり、店舗を増やしていくので、通年という
ことになろうかなと思う。
目)企画費　地域おこし協力隊推進事業（集客拠点づくり事業）　1,171千円
①観光客等の滞在時間を増やすとは、具体的にどのようなことか。 
①任期満了で退任された地域おこし協力隊の隊員が、べつかいラーベジという組織
を地域の方とつくって、野菜によって集客拠点とする活動を行った。
　現在配属されている隊員がそれを引き継いでコンテンツを続けて活動したいという
意向が私のところに届いている。
　さらに、その同じ隊員が、ドラゴンボールと並んで世界的なアニメコンテンツのポケモン
というキャラクターを使って、集客をしたいという活動意向があり、既に地元の農協な
どと乳製品のＰＲを兼ねた集客ができないかということで、少し思案しているという段
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階。
　その他、現在着任中の隊員や面談された方も、特にですね私より少し世代が上の
方、若いころに北海道をツーリングされた方は、ＲＶパークですとか、廃校を利用して
何かやってみたいだとか、そういった活動希望が大変多いことがわかりましたので、こう
いった方々の活動の意欲に応えるために、3名ということになっておりますけども、1人
では難しいことは連携しながら、地域に集客拠点を作りたい。
　滞在時間を長くするという目的は、御承知のとおり域内の滞在時間が長くなると域
内消費が活性化するし、子供からお年寄りまで出かける時間が増えると、健康増進
とか町の活気につながるので、そういったことになっているもの。
目)企画費　

地域おこし協力隊推進事業（野菜・果物栽培研究事業）　10,320千円
①最終的にどのようなことを狙いとしているのか。 
①ふるさと納税の人気の返戻品の中に、野菜とか果物があって、実は道東の近隣の
町でも、ここに挑戦しているような自治体もある。
  そのため、いろんな規制の条件などもあるが、その可能性について、研究する隊員
を迎え入れたいと。
  最終的な目標としては、もともとこの町は開墾された時は野菜で始まって、冷害で
酪農に転換したと。
  今、その酪農が厳しいため、この開墾当初の野菜にもう一度チャレンジして、酪農
業などの支援にふるさと納税の財源を充てていきたいというふうに考えている。
①町民の方がそれを仕事にされるとかっていうことまでの研究ではないという理解でよ
ろしいか。
①既に進出をされているような野菜農家さんもあったりするので、そういったところの民
業圧迫とならないように。
　加工品を作りたいという事業者もいるので、野菜なんかをそういった加工品開発に
活用していただくことぐらいは許される範囲ではないかなというふうに考えている。
目)企画費　地域商社構築支援事業　6,060千円
①具体的にどのような内容なのか。 
①商品開発だけではなく、流通とか販売のビジネスモデルを域内で構築することで、
地域全体の売り上げが上がるあるいは取引する中小企業と粗利が確保されて、そ
れが雇用につながっていくということで、地域商社というものの構築を目指したいとす
るもの。
目)企画費　人材採用・定着支援事業　9,716千円
①町の資格職に係る求人広告について職種は。
②地域おこし協力隊として募集するのか。
①医療福祉系、保育士、教諭。
②地域おこし協力隊も募集しますし、町の専門職も募集する。
①全国的に募集するのか。
①おっしゃるとおり。

 10:57 休憩
 11:07 再開

目)企画費　総合計画・総合戦略策定事業　1,316千円
①総合計画の電子データ化によって、今までと何がどのように変わるのか。 
①電子ブックの形でいろんな概要版や本編、あるいは目指す将来像であるとか、そ
ういったところを、非常にスマホですと画面をなぞりながら、速やかにページ展開もしま
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すし、検索も索引から要因できるということになっている。
　別な事業の統計データサイト事業とミックスなども将来像にすえながら、このデジタル
で誰もが町の指針である総合計画を見れるようにしていきたいというのが事業の狙い。
目)企画費　別海町統計情報利活用・見える化事業

細節)業務委託料　1,320千円
①ＥＢＰＭの研修会開催業務委託とあるが、全ての部署に取り入れていくのか。 
①職員研修のような形で全ての部署を対象に行っていきたい。
目)企画費　地域おこし協力隊推進事業（地域再生）　1,140千円
①地域づくりの活動、自治活動の支援、地域の担い手支援活動とあるが、具体的
な活動内容を。
①総合計画の基本計画の中に、住民参画のまちづくり、コミュニティ活動の推進とい
う2つの計画があるが、計画に基づく施策の担い手となる隊員の採用を予定している
事業であり、具体的な活動内容については、採用された隊員と話し合いながら決め
ていくことになるが、想定しているケースでいえば、自治会やまちづくり団体の中間支
援のような形で、コミュニケーションの中核を担うような人材を外部から取り入れること
で、その町その地域の目指す姿をはっきりさせたり、あるいは実際の事業を展開して
いくもの。
①それは地域から要請で、地域おこし協力隊を派遣してくれないかということがあった
のか。
①おっしゃるとおり。
　ただ、常駐まで求められているわけではないので、地域それぞれの悩みに向き合い
ながら、必要な隊員を派遣していきたい。
①その地域の実情を要望に応じて柔軟に対応をしていけるっていうような認識でよろ
しいか。
①地域おこし協力隊も目標持ってきているので、ミスマッチにならない範囲で、地域
にも提案させていただきたい。
目)企画費　地域おこし協力隊推進事業（マーケティング）　1,140千円
①具体的な活動内容を。
②情報収集と分析の範囲は、町内全域なのか、特定地域になるのか。
①統計情報データサイトの構築を今年度行ったが、このサイトも作りっ放しではなく、
いろんなデータを投入していくということが大事な要になっていく。
  ただ、我々職員も限られているので、そういった数字の分析力などに長けた方がいら
っしゃったら、ぜひ、その事業の実務に従事していただいて、その方の考えで不足する
統計情報がないかですとか、地域を歩いてこういったデータを追加した方がいいのでは
ないかとという知見があればそれも力を借りていきたいと。
②地域全体でのところでも考えているし、逆に特定の市街地に限定する部分もあっ
たりと、マーケティングというのは様々あるので、隊員の希望に寄り添いながら活動内
容を決定していきたい。
目)企画費　地域おこし協力隊推進事業（ゼロカーボン推進）　571千円
①具体的な事業内容を。
①ゼロカーボンの推進に当たっていただく専門人材を必要として、この事業を立案し
たところ。
①自分の町で持っているものから、何ができていくのかっていうふうに進めていくという
認識でよろしいか。
①例えば、総合計画に見直しの中で、何かしらの基本計画に位置づけが必要では
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ないか、それに基づく個別の計画が求められるのか求められないか、地球温暖化計
画の実行に際して、その隊員が獲得した知見を活用させていただくだとか、隊員と一
体となって取り組むことを想定して、要となっていただきたいと考えている。
目)企画費　人材採用・定着支援事業　9,716千円
①具体的な事業内容を。
①2つの目的があり、人材採用に係る事業。
　地域おこし協力隊と町職員で不足する専門職の採用を一体的に転職サイトなど
を通じて全国から求めることによって、新たな人材の獲得につながらないかチャレンジ
する。
　もう一つは、人材定着の事業。
　地域おこし協力隊の定着率というのが非常に問われるところかなと思っており、そこ
で、別事業でアプリを開発したデジタルポイントを一定ポイント与えさせていただき、
地域おこし協力隊が地域の事業者を回りながら、使っていただけるような事業者を
増やしていくと。
　これはちょっと職員だけだとかなり難しいところもあるので、協力隊のフットワークの良
さというものを利用させていただきながら、地域の事業者とコミュニケーション図ることで、
この町に住んでみたいというふうな定着につなげていきたい。
目)企画費　地域プロジェクトマネージャー推進事業　773千円
①具体的な事業内容を。
①地方公共団体が、重要なプロジェクトを実施する際に、外部からの専門人材を迎
えて、行政あるいは地域民間と連携が不可欠な事業になることが多いが、この連携
の橋渡しを担っていただいて、関係者間の調整のマネジメントしていただく。
　国の地域プロジェクトマネージャー制度というのがあり、この採用に係る経費を特別
交付税措置される。
　なお、1自治体当たり2名までということになっており、令和6年度については、地域
商社の構築をマネジメントしていただく、地域プロジェクトマネジャーを1名採用したい
とする計画。
①地域再生の協力隊員の役割とは全く別物というふうな認識でよろしいか。
①おっしゃるとおり。
目)企画費　移住定住促進事業　5,008千円

 ①予算資料による事業内容として㋐移住関連イベント参加経費㋑お試し移住住
宅管理経費㋒空き家バンク運営経費となっているが、それぞれの具体的内容と額
②空き家バンクの利用状況と令和６年度の具体的計画
①移住関連イベントについては、ＰＲ効果の高いものを抜粋し、旅費として、複数
の参加によって51万8,000円、出展料延べ3回分で61万4,000円。
  お試し住宅の管理経費については、消耗品費11万円、修繕料5万円、光熱水
費26万9,000円、燃料費31万4,000円、通信運搬費15万9,000円、清掃
委託料9万4,000円、ＮＨＫ4万円を計上してお、合計で103万6,000円。
  空き家バンクについては、運営業務委託料として264万円、利用促進や仲介か
かる補助金20万円、合計で284万円。
②現在、登録物件のところまでは至っていないが、登録の前段となる相談が9件あ
る。
　今後、委託業者と連携して登録者増加に向けて対応していきたいと考えている。
　施策の強化を令和6年度に研究してまいりたい。
①令和６年度の出店計画を。
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②空き家バンクについて、何年もこういう状態が続いてる困難性の問題について。
③委託先の決め方について。
①移住を完全に希望されている方が集まるイベントにこれまで参加をしていたが、余
りにも自治体数が多く、全然寄ってもらえなかったという反省点もあり、この種のイベン
トがいいのか、あるいは有楽町でもイベントやったり、移住についても実はＰＲをさせ
ていただいておりまして、独自で行ったほうがいいのか、いずれにしても、東京と大阪と
札幌で、ＰＲのイベントを計画している。
②空き家バンクについては、これから不動産の調査・登録を本格的に行っていく段階
になるので、空き家バンクの登録も増えていくのかなと考えている。
　空き家バンクというものを、今構築中のシティープロモーションサイトできちっと位置
づけながら、ニーズに対応できる頁をしっかりつくっていきたい。
③見積もり合わせを行って契約をしている。
目)戸籍住民基本台帳費　書かない窓口推進窓口円滑化事業

細節)北海道自治体情報システム協議会負担金　655千円
 ①事業費調では、利用者操作用端末等機器導入及び技術支援を行う説明です

が、住民サービスとしてこれまで窓口で申請書などは筆記していたものを端末に入力
することにするのか。事業の詳細な説明を。
②予算書では、北海道自治体情報システム協議会負担金で計上しているが、端
末等機器を購入するのではないのか。
①マイナンバーカードを使用した、住民票及び印鑑証明書の交付サービスとして、申
請者が筆記することなく、端末による操作により、証明書発行するサービスとなる。
②基幹システムの連携や改修設定等を一体として行う必要があり、本事業では、負
担金として、機器の購入分も含んだ計上となっている。
①自治体の基幹業務に使う情報システムの統一・標準化については2025年度末
までに移行が法律的で義務付けされているが、このシステムっていうのは、その移行
の対象になるのか。
①窓口交付申請書のサービスについては、これ自体は今進めているシステムの標準
化・共通化の対象のシステムではない。
　今後、このサービスを拡充していくという点については、今、現在、この基盤が住民
票と印鑑証明書の交付サービスにしか対応してないということがあり、今後、税の証
明書も対応したものになるので、順次、そういったサービスを拡大していくという予定。
　住民の方が転入・転出でこられた際に、住民の異動のほかにも乳幼児の医療給
付の申請であったり、児童手当の申請等の関連する部分については、現時点で令
和7年度から投入できるように準備を進めている。
目)戸籍住民基本台帳費　 出産祝金贈呈事業　賞賜金　11,200千円

 ①対象人数について。
②今までの事業から拡充した要因について。
①対象人数は112名。
②年々町の出生数が減少していく中で、これから生まれてくる子供たちの出生は、と
ても大切なものと認識しており、町としても両親または生まれた子へお祝いの気持ち
を伝え、さらなる町の活性化につなげる必要があると考え、今回事業の拡充を図った
ところ。
議会費、総務費全体質疑　　地域おこし協力隊推進事業

 ①財政支援について、本年度の地域おこし協力隊推進事業の予算を見ると、採用
形態別に会計年度職員18名、業務委託29名となっています。全体の事業費は、
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人件費79,907千円、業務委託費149,640千円、その他経費7,804千円となっ
ています。このうち特別交付税で財政支援受けられるのは全てなのか。また、経費の
財政支援には、限度額があるのか。
②地域おこし協力隊の採用限度について、会計年度職員及び業務委託の採用形
態に制限はあるのか。自治体の裁量で、国の令和8年目標10,000人の枠内であ
れば何人でもいいのか。
③地域おこし協力隊員等の任務について、各部署に会計年度職員として18名おり
ますが、それぞれのミッションに特化した活動だけを任務するのか。各部署の事務分
掌による業務は除外されるのか。
④地域おこし協力隊員等の指揮監督について、会計年度職員の地域おこし協力
隊員は、各部署の課長が指揮監督するのか。業務委託の場合は、誰がその成果
品を検収するのか。47名の指揮監督等は、急激な増加で各部署においては本来
業務に支障が起きないのか。
①②財政支援の限界については、隊員1名当たりの活動にかかる経費という中では、
限度額があるが、人数については特に限度はない。
③地域おこし協力隊の国の要綱の中では、活動は地域力の維持強化に係る活動
ということで規定されている。
　地域おこし協力隊というのは、その政策分野ごとに、例えば福祉なら福祉、教育な
ら教育、地域振興は地域振興をそれぞれの政策力、地域力の維持強化にかかる
事業のプレーヤーということで期待されているということで、一定の区分を持ちながら、
それぞれのミッションに当たっていただくと。
④それぞれの配属されている部署の所属長が、指揮・采配をするということになる。
　また、業務委託方についても、それぞれの部署ごとに予算が配当されているので、
その配当課において、所属長が検収をする。
　委託型の場合は、毎月検定をするので、必ず登庁いただいて、面談をして、活動
の実績を確認したり、相談にものったりするということで、丁寧に行っているところ。
　急激な増加による業務への支障は、課の職員全員集まって確認したが、特にない
という事だった。
　たまたま、私より人生経験が多い隊員が、非常に泰然自若として人間力が高くて、
隊員間でいろいろ意思疎通がとれなかったり、少し意見が合わなかったりもありますけ
ども、ほとんどこのベテランの方が取り払ってくれる。
　私は、どちらかというと、明許浸水の興地で何か起きた時に対応するというようなこ
とで、管理をするというよりは、わざわざこの町に来てくれた隊員さんの活動に寄り添っ
て、どうしたら強みを発揮していただけるのかっていうことを担当者は集中して考えられ
ますので、既存の隊員と連携した職場体制を作っているというのが、振り返ってみると
よかったのかなと思います。
　ただ、来年度採用計画が多いので、この問題については、総務部で協議しまして、
総合政策課の体制を少し強化するということで対応していきたいと考えている。
①地域おこし協力推進事業をさらに有効的に本町の政策に活用していく中で、これ
からまだ増える要素があるというふうに聞いているが、これを総合的にまとめ上げる専
門の部署、これの必要性をちょっと感じているが、この点についてはどう考えてこの予
算を計上したのか。
②地域おこし協力隊の推進事業の目的の一つである、隊員が本町へ定住したのは、
今まで何人いるのか。
③全体として、費用対効果が十分に発揮できるというふうに検証をした上で、本年
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度の予算に計上しているのか。
①来年度、総合政策課中に一つ担当を設けて、対応していきたいと考えている。
②私の把握している限りでは２名ということで、町内で活躍いただいている。
③費用対効果については、全国的な定着率でいうとまだそこまで至ってない。
　ただ、今まで議会から御指摘いただいた課題の解決をして、採用から運用に至るま
で少しずつ改善を図っている。
　その結果、定住すると宣言している隊員が何名かおられる。
　それから、活動実績どうなんだとか、やっぱりどんなことしてるんだっていうことがなかな
か見えないという御意見は庁舎内外からもあるので、これは先だって申し上げたＹｏ
ｕＴｕｂｅで活動の内容を見える化したり、隊員が何かに必ずチャレンジしている
姿は責任を持ってしっかり発信していきたい。
　わざわざこの町に来てくれた隊員を温かく迎え入れている町民もたくさんおられます
ので、そういった町民の支持をいただきながら、地域おこし協力隊制度の目的である
地域力の維持・強化に取り組んでいきたいと考えている。
①令和5年度の採用予定人員に達していない状況について。
②令和6年度の見通し。
③予算が約2億4,000万円ということで、町民の理解・納得が必要になると思うが、
町民の理解・納得を得るため、どういうことをやってきたか、それから今後どういうことを
やろうとしているか。
④基本的な点での認識の共有、町と隊員、隊員同士、そういう認識の共有が必要
だと思うが、討論を図っていくためにこれまでということをし、どういうことにこれから力を
入れていこうとしているのか。
①ものすごい応募は来ているが、本人のやりたいことと、仕事にミスマッチが生じない
か、十分吟味をさせていただいた結果、現在19人。
②実は今年度も面談している中で、着任したいと考えている希望が、5～6名いて、
今回の予算を議決いただいたならば、その方たちに御連絡をして、しかるべきタイミン
グで採用につなげていきたいと考えている。
　このためですね、４７人の枠というのは、本人の希望にかなったものがこちらにある
かどうかということも含めて確約はできないが、感じているところ、採用型より、業務委
託型とかフリーミッション型とか、民間企業を見据えて来たいというようなこともちょっと
多いので、このあたりの採用の枠が、どうなのかということも含めて新年度も検証して
いきたいと思っている。
③町民の理解を得るためということだが、申し上げたYouTubeの配信だけでなく、
町の公式ラインを通じて、こういったことができますよということで配信をされている。
　そういったSNSを活用して、隊員の躍動している姿を我々行政がしっかりとお見せ
するということが、大事かなと思っていますので、新聞報道やテレビの取材を受けてい
る隊員もいますから、そこはしっかり力を入れていきたい。
④意思疎通ということについては、これまで行ってきた中で、職場単位で担当してい
る人を集めた会議や隊員の方を集めた打ち合わせですとか、月１ミーティングという
ものを行ってきていますが、余りにも人数が多過ぎて、全く機能しなくなって、不平不
満が出たら困るので、一旦やめさせていただいた。
　そのかわり、全体に声かけて、新年会をやってみたり、バーベキューなんかも企画し
ながら、隊員と職員、場合によっては議員さんも含めて、隊員と齟齬のないような情
報共有ができるように、何かしら工夫をしていきたいというふうに思っている。
①町民の理解の問題では、町民の中に直接こう入っていく、例えばイベントに隊員
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の皆さんが参加して、直接町民と触れ合う、意見を交換するということも非常に必
要なのでないだろうかと思うが、考え方について。
①私もわかったんですけど、例えば隊員がたくさん来たら、土日どうしているんだろうと
かいろいろ気になるが、人数が増えていくと、勝手に、我々の心配を取り払ってくれる
ような、土日と夜も含めて、もう町民の方にも誘わないでくださいと言った方がいいん
じゃないでしょうかというぐらい誘われる隊員もいますし、地域に既に溶け込んでいる
方が随分といらっしゃるなと思う。

 12:11 休憩
 12:58 再開

目)社会福祉総務費　
高齢者等バス・ハイヤー共通利用券交付事業　13,470千円

①令和５年度の高齢者、障がい者の利用人数、扶助額の実績見込み。
②それぞれの地域別(東・中央・西)の内訳。
③令和６年度の高齢者、障がい者の利用人数と扶助額の計画。
④地域的格差が課題となっていたが、それに対するとりくみの実績と計画。
①高齢者交付者数696人、扶助額6,182千円、障がい者児交付者数248人、
扶助額1,772千円、合計交付者総数944人、扶助額7,954千円と見込んでい
る。
②高齢者の地域別は、本場（中春・中西別・上風連）574人、扶助額4,625
千円、西春別地区（上春別・駅前）103人、扶助額703千円、尾岱沼地区
（本別海・走古丹）が19人、扶助額は181千円、障がい者の地域別は、本場が
205人、扶助額は1,314千円、西春別地区が30人、扶助額146千円、尾岱沼
地区が13人、扶助額109千円。
③高齢者840人、扶助額10,077千円、障がい者は287人、扶助額2,870千
円を見込んでいる。
④今年度は地域格差解消の改善策として、試験的に西春別地区や尾岱沼地区
にハイヤーを配車する日を設ける案を検討していたが、町内業者の運営体制などか
ら対応できないとの回答を受けている。
　その後に、中標津町内のハイヤーでも共通利用券が利用できるよう事業者を訪問
して事業の説明を行っており、令和６年７月から新たに交付を開始する令和６年
度のバスハイヤー共通利用券から利用ができるように、現在協議を進めているところ。
　このことによって、これまで町内でバス・ハイヤーを利用する機会がなかった西春別
地区や尾岱沼地区の利用が増えることを想定し、令和６年度は交付率３％、利
用率５％の増を見込んでいる。
目)老人福祉費　ケアハウス整備事業

細節)施設・設備等工事請負費　14,700千円
①エアコン設置数。
①食堂及びホールに3か所、事務室に1かカ所。
①南側の通路の天井に窓があるので、すごい通路が暑くなっていたが、食堂とホール
にエアコンを設けると通路の温度の解消はされそうなのか。
①そちら側が全て解消されるということにはならないが、エアコン設置により、吹き抜け
ているので、ある程度下がるというふうになっており、各居室についても機械換気がつ
いているので、そちらの方で対応していて、今年についても大きな問題にはなっていな
い。
目)老人福祉費　介護職員確保対策事業
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細節)介護職員確保支援補助金　14,052千円

①前年度予算より12,133千円の増額だが、詳細について。 
①例年どおり、介護サービス事業所に就労している方の介護支援専門員及び介護
福祉士の資格に要する費用の補助、介護職員の求人広告を要する費用の補助、
介護職員確保のための養成機関の訪問や就職説明会参加に要する費用の補助。
　令和6年度、新たに、本補助の一部を拡充し、町内の民間介護サービス事業所
に勤務する常勤の正職員である介護従事者に対し、国で行っている処遇改善、介
護職員等の賃金を上げる目的で行う施策とは別に、本町独自の処遇改善補助を
本事業に組込み、長期的な介護人材の確保や定着、サービスの安定化へとつな
げ、支援を図る。
　次に、従事者就業支援補助の具体的な内容については、介護サービス事業所で
常勤雇用として新たに就職する介護従事者及び復職する有資格者に対し、就労
開始から1年経過するごとに延べ3年間、就労継続支援金を交付するもの。
　また、国内外から入国及び転入した介護に係る在留資格を持つ外国人人材に対
し、雇用6カ月経過に就労に係る支援補助金を交付するもの。
目)老人福祉費　 特別養護老人ホーム等利用者負担軽減事業　8,379千円

 ①ユニット化に伴う使用料増加分負担軽減補助金の推移を。 
①補助金の推移ですが、本補助開始から令和2年度までは対象者の人数によりま
すが、毎年950万円から1,027万円の補助でした。
  令和3年度以降は、軽減率が徐々に下がりましたので、令和3年度で860万、
令和4年度で720万、令和5年度２月末で466万円の補助の推移となっている。
①所得の状況にもよると思うが、大体の１人当たりどのような内訳か。
①所得、要介護度、いろいろな条件がありますので、ここで全てを説明するというこ
とはなかなか難しい。
①補助はいつまでの予定か。
①令和7年度。
目)老人福祉費　 成年後見事業　2,745千円

 ①成年後見制度利用者支援事業が入っているのか。入っているのであれば、成年
後見制度の申し立てに要する経費及び後見人等の報酬の内訳を。
①本事業には、入っていない。
目)老人福祉費　介護・障がい福祉サービス事業所物価高騰対策支援事業

細節）物価高騰対策支援金　14,300千円
①入所・居住・短期系及び通所系の施設燃料費、施設電気料支援費は、契約
利用者数で換算されるのか。
②助成の時期は。
①施設の定員数での換算。
②新年度に入ってから、令和5年度のガソリン代や電気料等の実績を確認し、6年
度の燃料費や電気料の単価を積算する予定としているので、早ければ7月頃に各
事業所へ申請書等を通知し、今年度と同様に1月末を締切りの予定。
目)予防費　 帯状疱疹予防接種助成事業　7,852千円
①対象年齢について。
②1人11,000円×2回とあるが、生ワクチンは実施せず、不活化ワクチンのみなのか。
①対象年齢については、50歳以上。
②不活化ワクチンとなる。
目)母子センター費　 出産・子育て応援給付金事業　12.076千円
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①事業内容について詳しく。
①母子健康手帳交付時と出産後の新生児訪問時に、面接と申請書の提出等に
より、出産応援給付金、子育て応援給付金を支給する。
　また、妊娠後期にアンケートと面談を実施しているもの。
①国の事業だと思うが、他の市町村から転入してきた場合など、被るなどの問題は
ないのか。
①転入者に関しては、前住所地で受けていないか確認しているおり、国の事業であ
っても給付自体は市町村で行っているので、被るということはないと考えている。
目)じん芥処理費 　 根室北部廃棄物処理広域連合関係経費　236,474千円
①令和６年度の㋐連合全体の搬入量㋑別海町の搬入量㋒うち燃えるごみ量
㋓連合運営経費㋔うち補修費㋕別海町負担金㋖うち管理費㋗ごみ処理施設費
㋘公債費の各見込み。
①令和６年度の各計画値について、㋐広域連合全体の搬入見込量は約11,48
2トン程度と予測され、そのうち㋑別海町の搬入見込量及び㋒燃えるごみ量は約2,
948トン程度となるものと予測。
　経費内訳については、㋓広域連合全体の運営経費が979,613千円、そのうち
㋔ごみ処理施設に係る補修費が425,372千円㋕別海町負担金が236,474千
円となっており、別海町負担金の内訳につきましては、㋖管理費が11,315,750
円、㋗ごみ処理施設費が225,158,622円、㋘公債費が0円。
①連合の運営経費の補修費、別海町の負担金の中の施設費、ごみ処理施設費
が上がっている増額の理由は。
①処理施設の運転を一元管理している中央制御室のパソコン等の機器類が保証
期間を超過し、部品の調達ができない状況にあり、故障した場合、施設が停止して
しまうことから、令和6年度に、通常の維持補修に加え、中央制御室更新工事する
ため。
①施設が老朽化している状況の中で、論議の状況がどうなってるか。
①今ある施設を改修して長寿命化を図るのか、今の時代に合わせた高機能の施設
に新設するのか、そのどちらが経済的にもあるいは運転していくという道筋にあっても効
果的なのかということを、令和5年度に委託事業の中で検証するための委託事務を
発注している。
　間もなく、その検証結果っていうのは、提出されるということなりますけれども、その結
果をもちまして、従来の予定どおり令和6年度において、その内容をもとにその方向性
について詰めていきたいというふうにしているところ。

 13:34 暫時休憩（職員入替）
 13:37 再開

目)農業総務費　地域おこし協力隊推進事業（農業振興）
細節）業務委託料　5,160千円

①指導員業務委託の内容は。
①現在、酪農研修牧場では５０歳未満の後継指導員の募集を行っているが、適
任者が見つからないため、全国から広く応募が見込める地域おこし協力隊の業務委
託型として募集を行うもの。
　業務内容としては、酪農研修牧場で指導員として活動できる方で、酪農経営に
必要な作業全般及び研修生への指導に従事していただくことを考えている。
　40歳以上50歳未満で、酪農経験が10年以上、各種作業免許取得したものと
なっている。

委員長 10番 外山
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農政課長 皆川

福祉部次長 小川

委員 3番 髙橋

福祉部次長 小川

委員 13番 中村

町民課特命課長 上田



第8回予算決算審査特別委員会(1日目)　要点記録
目)農業総務費 　 担い手プロジェクト事業　2,892千円
①令和５年度の事業実績。
②令和６年度の事業計画。
①事業実績は、農業関連イベントに12回出展、48名の方と面談し、酪農体験に
ついては22名を受け入れている。
　その他、新規3校含む、5校の農業系学校訪問し、本町の酪農と酪農研修牧場
のＰＲを行ってきた。
　また、４年ぶりに新規就農者交流会を開催し、新規就農者と新規就農予定者
との交流を図ってきた。
　活動成果としては、令和6年度の酪農研修牧場入所者を１名確保しており、継
続した活動が担い手確保につながっているものと考えている。
②令和6年度の予定ですが、農業関連イベントへ継続して出展することと、4年目を
迎える地域おこし協力隊のこれまでの経験や活動を生かして、本町担い手支援協
議会の事務を一部担ってもらい、新規就農者の確保から研修牧場での研修、新規
就農へと情報発信できるような取組を考えている。
　また、農業系の学校訪問も積極的に行うこととあわせ、農業人材スカウトサービス
サイトなどを利用し、酪農体験を通じて、新規就農者へつながるようなは酪農体験
者の確保も強化したいと考えている。
①研修牧場の入所者数と新規就農者数をもう1度。
②面談数や酪農体験者数が下降気味かと思うが、その辺の経緯、理由というもの
が分析されていれば。
①令和6年度に研修牧場へ入所する方が1名、新規就農の予定としては、今のと
ころ3名。
②昨年、面談行った方からも聞き取りをしている、酪農情勢の厳しさから、なかなか
新規就農するというのはハードルが高いというようなイメージをお持ちなっている方がい
た。
　酪農業が盛んである数ある市町村の中から、本町を選んでいただくように、差別化
を図っていき、今後のフェアについては、本町の酪農をPRしていきたいと考えており、
農業系の学校にも赴き、体験を増やすような活動していきたいと考えている。
①地域おこし協力隊の関連性や役割ということについて、令和6年度はどういう方向
性として持っていこうとしているか。
①研修牧場の方で研修しながら、それぞれPRをしていただいていたが、今後は、本
町の担い手支援協議会、新規就農者の確保や各種のＰＲ活動を行い、町・農
協・農業委員会と一体となった活動を進めていきたいというふうに考えている。
目)農業振興費　経営継承・発展支援事業

細節）経営継承・発展支援事業補助金　15,000千円
①令和５年度は全件不採択となったが、令和６年度は１５件予定している。採
択される見込みについてどのように考えているのか。
①全件採択されるものとして次年度予算にお諮りしているところだが、これまでも御説
明しているとおり、予算の範囲内で実施される事業なので、全国から申請条件によ
っては不採択となることも想定される。
  その場合、町単独事業として、最大50万円の補助は継続したいと考えている。
①農協との連携だとか情報共有とかそういうことはされているのか。
①各農協とも担い手支援協議会の中で、この事業についてもいろいろお話をした。
①経営発展計画を提出した時点で、町の申し込みの要件を満たすという理解でい
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いか。
①要件満たすものであれば、補助するような形になる。
目)農業振興費 　 酪農工場整備事業　176,937千円
①各種改修工事・更新・改修工事監理など大きな額が予算計上されているが、酪
農工場の今後に向けて町の考え方に沿った措置か。
①酪農工場における各種改修工事については、中長期の更新計画を策定している。
　本更新計画は、町が担うべき基幹的施設等の改修・更新、指定管理するべつか
い乳業興社が担う設備更新を棲み分けながら、毎年度見直し進めている。
　また、緊急性や対応年数を勘案しながら、優先順位をつけて更新を行うこととして
おり、事業費はなるべく平準化できるよう、調整も行っている。
　施設等の工事については、町の考え方だけではなく、乳業興社との協議を行った
中で進めている。
目)農業振興費 　 大学連携農業推進事業　682千円
①具体的にどんな内容か。 
①本事業は、酪農畜産に関する情報の蓄積や地域課題の解決に向け、平成28
年度から学校法人酪農学園大学と研究契約を締結している。
　近年の酪農情勢や農業者等が必要としている情報の共有とともに、研究結果を
広く周知するため、農業関係団体等を対象に研修会を開催している。
目)広域農業推進費 　 国営土地改良施設維持管理事業　61,656千円
①令和５年度の㋐施設維持管理等交付金㋑交付戸数㋒妻財交付額㋓最小
交付額㋔平均交付額㋕施設整備基金積立金㋖積立金残高の各見込み
②令和６年度の㋑～㋔及び㋖の各計画値
①交付金総額544万7,000円、交付戸数250戸、最大交付額2万3,100円、
最小交付額2万1,000円、平均交付額2万1,700円となり、積立額が13万4,0
00円、期末残高592万2,000円。
②交付戸数256戸、最大交付額2万5,600円、最小交付額2万3,200円、平
均交付額2万4,600円となる見込み。
　令和6年度の期末残高4,655万1,000円を積み立て、見込みが5,247万3,0
00円。
①前年度から増える理由は。
①国営事業で、新たに肥培施設を造られた方が増えているため。
目)林業振興費 　 環境保全緑化事業　28,512千円
①令和５年度の計画では造林68.23ha、鹿柵3,100m、下刈り174.29haと
なっていたが、年度末実績見込みは。
②令和６年度の計画値は。
①令和5年度の見込みは、造林が76.42ha、鹿柵3,257ｍ、下刈り142.93ha。
②令和6年度の計画値は、造林が57.26ha、下刈りが157.86ha、野鼠駆除が
864.06ha、鹿柵が6,258ｍ。
①目標にしている数字を着々と進めているように見えるが、そういう理解でよろしいか。
①おおむね目標と計画どおりの進捗になっている。
目)林業振興費 　 豊かな森づくり推進事業　14,312千円
①令和３年度から10年間で668.75haの造林という事業内容で、令和5年度ま
でに191.14ha造林する計画だという説明を受けていたが、実績見込みは。
②令和６年度の計画は。
①令和3年度から令和5年度までの造林実績見込みは、199.33ha。
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　また、10年間で668.75haの造林計画という説明をしていたが、直近３年間の
平均造林面積が年66.44haであることから、現状での10年間の見込みは655.2
3haとなるので進捗率は30.4％となる。
　なお、本事業は私有林の造林に対する道の補助事業であり、個人森林所有者
の造林に対する考え方や道の補助金等に左右されることから、今後の造林計画も
毎年度変更となる見込みであることを御理解いただければと思う。
②令和６年度の計画は、57.26haの造林を予定。
目)水産業振興費　水産物加工品流通強化事業

細節）水産業強化支援補助金　100,000千円
①事業内容について詳しく。
①本事業は、ふるさと応援基金を活用し、町内で水産加工品の流通強化に取り
組むなど、町内に本店又は加工所を置き、町内産の水産加工品の製造を行う漁
業協同組合、法人、個人事業主などの企業等が、水産加工機器等を導入する
際の支援補助事業となる。
　補助の対象となる主な事業は、新商品開発、付加価値の向上、生産コストの削
減、衛生環境改善に取組む事業とし、それらの事業を実施するために必要な、水
産物加工機器導入・導入に係る運搬費及び設置費、また、機器導入に必要な電
気及び給排水工事等に係る費用が補助対象経費となる。
　補助率は、補助対象経費の3分の2以内、ただし、国や道などの補助事業を活
用した場合は、補助残に対する3分の2以内とし、補助の上限額については、2,0
00万円、下限額については20万円を予定。
　また、令和6年度の事業費1億円については、本事業に係る事業費の算出基礎
資料とするため、該当する町内の企業に要望調査を実施した結果、補助予定額が
1億円程度となったことから1億円で予算計上している。
　なお、本事業の実施期間は、要望及び予算の状況によって見直すこともあります
が、令和6年度から10年度までの5か年を予定。
①何社を見込んでいるのか。
①事業の実施に当たっては、新規事業なので、4月に入ってからしっかりと企業の皆
様方に事業の説明会を開こうと思っている。
　対象となる事業者数は、現状では、町内で19社という見込んでいる。
目)水産業振興費　

水産系副産物再資源化施設ホタテウロ処分事業　40,700千円
①事業内容を。
①本事業は、水産系副産物再資源化施設に堆積しているホタテウロの仕掛品を
焼却及び再処理化処理にて処分する事業。
　ホタテウロの仕掛品については、カドミウムの風評被害の影響から、平成19年度か
ら徐々に増え始め合計で3,900トンの在庫を抱えたため、令和3年度から令和7年
度にかけて当初は、焼却処分をする予定としていましたが、処理場の処理能力が
落ちたことから、令和6年度から、焼却処分と並行して再処理化処理も行う予定と
している。
　予算については、処理委託料として、焼却処分が300トン9,900千円、再資源
化処理が1,000トンで30,250千円の計40,150千円、その他運搬委託料550
千円の事業費合計40,700千円。
目)商工業振興費 　 UIJターン新規就業支援事業　1,000千円
①当事業が始まってから申請があった年はあったか。
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②令和６年度の見通しはどうか。
①申請実績はない。
②現時点での申請相談はない。
①増えた事業所について。
①昨年までは株式会社育成様、グループホーム育成会まごころ様の2社だったが、
本年度、寺井建設様が新しく登録された。
目)観光費 　 観光情報整備事業　1,386千円
①観光パンフレットの配置件数と場所を。 
①町内の観光施設のほか、町内全宿泊施設や根室管内各市町村の観光協会、
中標津空港根室、釧路管内の各道の駅等を含む50施設以上へ配置している。
　その他、電話等で問い合わせがあった観光パンフレットの要求にも対応していると
聞いている。
　また、道内外で開催されるイベント等に観光協会が出店した際にも、観光ＰＲの
一環としてパンフレットの配布を実施しているとのこと。

 14:17 暫時休憩（職員入替）
 14:24 再開

款8土木費から款9消防費質疑なし。
 14:26 暫時休憩（職員入替）
 14:28 再開

目)教育振興費 　小学校コンピュータ整備事業
細節）業務委託料　58,498千円

①具体的にどのような内容なのか。（どこの学校に何台のパソコンを購入予定か。）
①令和元年度にリースを開始した小学校教諭が使用する公務用パソコンのリース
期間が令和7年の1月31日に満了することに伴い、全小学校教諭の公務用パソ
コンを購入し整備しようとするもの。
　各学校の購入台数は、野付小学校18台、上風連小学校12台、中西別小学
校14台、別海中央小学校46台、中春別小学校24台、西春別小学校11台、
上西春別小学校28台、上春別小学校15台、予備機として2台の合計170台。
目)学校建設費 　小学校校舎等整備事業

細節）施設・設備等工事請負費　385,170千円
①各学校のエアコンの設置台数ついて。（教室・職員室等の教室別の内訳）
①野付小学校が普通教室6室6台、特別支援教室2室2台、職員室1室1台、
校長室1室1台の計10室10台、上風連小学校が普通教室4室4台、特別支援
教室2室2台、職員室1室2台、校長室1室1台の計8室9台、別海中央小学校
が普通教室12室12台、特別支援教室12室12台、職員室1室2台、校長室1
室1台の計26室27台、中春別小学校が普通教室6室6台、特別支援教室5室
5台、職員室1室2台、校長室1室1台の計13室14台、西春別小学校が普通
教室4室4台、特別支援教室3室3台、職員室1室1台、校長室1室1台の計9
室9台、上西春別小学校が普通教室6室6台、特別支援教室7室7台、職員室
1室2台、校長室1室1台の計15室16台、上春別小学校が普通教室3室3台、
特別支援教室6室6台、職員室1室2台、校長室1室1台の計11室12台、合計
で92室97台を整備予定。
目)通学対策費 　スクールバス購入事業　23,559千円
①購入するスクールバスの大きさは。
①中型を購入予定。

委員長 10番 外山
委員長 10番 外山

学務・スポーツ課長 齋藤

商工観光課長 田畑

委員 13番 中村
商工観光課長 田畑

委員 13番 中村

商工観光課長 田畑

委員長 10番 外山
委員長 10番 外山

委員 1番 市川

学務・スポーツ課長 齋藤

委員 2番 吉田

委員 11番 今西

学校教育課長 池田

委員長 10番 外山



第8回予算決算審査特別委員会(1日目)　要点記録
①一般質問でいろいろな条件の中で、普通免許で運転できる車両の購入も検討
するという答弁があったが、今回の購入についても、検討された結果としてのものなの
か。
①中型については大型免許での運航となるが、一般質問の答弁にもありましたよう
に、普通免許でも運転できる車での送迎も、今後、視野に入れて考えていかなけれ
ばならないと考えている。
目)学校建設費 　中学校校舎等整備事業

細節）施設・設備等工事請負費　232,000千円
①各学校のエアコンの設置台数ついて。（教室・職員室等の教室別の内訳）
①野付中学校が普通教室3室3台、特別支援教室1室1台、職員室1室1台、
校長室1室1台の計6室6台、上風連中学校が普通教室3室3台、特別支援教
室1室1台、職員室1室1台、校長室1室1台の計6室6台、別海中央中学校が
普通教室6室6台、特別支援教室5室5台、職員室2室3台、校長室1室1台の
計14室15台、西春別中学校が普通教室3室3台、特別支援教室1室1台、職
員室1室1台、校長室1室1台の計6室6台、上春別中学校が普通教室3室3台、
特別支援教室2室2台、職員室1室2台、校長室1室1台の計7室8台、合計で
39室41台を整備予定。
①今後、小中学校の統廃合を短い期間で考なければならない学校もあると思うが、
設置したエアコンの用途は今の段階から考えているのか。
①この設置予定のエアコンは、家庭用のエアコンと同様に壁かけ式の室タイプを想定
しているので、他の施設に移設するなど可能な限り無駄のないように、再利用してい
きたいと考えている。
目)郷土資料館費 　アイヌ施策推進事業

細節）業務委託料　6,776千円
①どのようなアニメーションを作成し、どのように活用することを考えているのか。 
①作成するアニメーションの名称は、アイヌ語通辞加賀伝蔵物語。
　活用については、附属施設加賀家文書館内での一般見学者への上映、同時に
作成するDVDを町内の小中学校、高校などに配付してふるさと学習に役立ててい
けるように考えている。
目)保健体育総務費 　西春別パークゴルフ場整備事業

細節）施設・設備等工事請負費　18,000千円
①工事内容を。
①西春別パークゴルフ場に設置しているナイター照明灯をLED化改修するもの。
①球だけ交換するのか。
①投光器自体を交換する。
目)学校給食費　学校給食無償化事業　細節)賄材料費　116,700千円　
①令和5年度の㋐一日当たりの食数㋑給食日数㋒賄材料の町内産、道内産、
道外産、外国産の割合㋓調達業者の町内業者の割合。
②令和6年度の㋐、㋑の計画値。
③地産地消の考え方。
④有機給食の考え方
①１日当たりの食数1,619食、給食日数202日、賄材料費の町内産15.20%、
道内産46.04%％、道外産25.02%、外国産13.74%、町内の調達業者の割
合26.66%、町外73.34%。
②１日当たりの食数1,582食、給食日数201日を予定。
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第8回予算決算審査特別委員会(1日目)　要点記録
③給食を通して、地場産品を食することにより、児童・生徒が地域の理解を深め、
郷土愛を育むことができると考えている。
　これは、ふるさと教育の一環でもあり、給食センターにおいては推進していく考えで
ある。
　しかし、献立や予算、供給量なども考慮しなければならないことから、総合的に判
断し、現在の供給量で給食を提供している。
　令和6年度については、地場産品の予算を令和5年度より多く計上し、児童・生
徒が少しでも多く、地域のことを考える機会をつくることとしている。
④有機給食は、児童・生徒の健康を守る食品として、安全性を高めることとして有
効なことだと考えている。
　調査などは行っていないが、農薬や化学肥料を使用しない有機産物が地元にお
いてあるのだとすれば、検査などの安全な補償、価格、供給量など、給食センターが
給食として提供できる条件が一致すれば、有機産物を利用する価値はあると考え
ている。

 14:52 暫時休憩（答弁調整）
 14:53 再開

⑤12月末現在で8,381万3,882円支出しており、残額2,500万程度だが、3月
末までに支出する予定。
①町内で野菜を自家栽培されて、それを売り出している方々もおられまして、これは
学校給食に合致していくものになるのかっていうのはすごく難しいところだと思うが、連
携ということでの考え方があるか。
②地域おこし協力隊（野菜・果物栽培研究事業）と将来的に結びつけての活用
についての考え方。
①来年度、何がどのくらいあるのか調査して、その上で検討・協議したいなと考えてい
る。
②地域おこしの関係については、関係機関等と協議して、考えていきたい。

  歳出終了。
  総括質疑なし。
  令和6年度 別海町一般会計予算の質疑終了。
 14:59 散会
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